
（１）制度概要（１）制度概要（１）制度概要（１）制度概要
    低入札価格調査制度では、あらかじめ基準となる価格（調査基準価格）を定め、調査基準価格

 未満 の入札価格を提示した者に対し、当該入札価格において適正な履行がなされるか否かを

 調査し、適正な履行がなされると認める場合には、落札者とする制度です。

（２）対象工事（２）対象工事（２）対象工事（２）対象工事
① 設計金額が3億円を超える建設工事

② 総合評価落札方式により競争入札に付する建設工事

（３）調査基準価格（事後公表）
   低入札価格調査を行う基準として設定する価格のことです。

 設計額をもとに①、②により割合を算定後、③により調査基準価格を算定します。

①割合の算定式について

 ※共通仮設費積上分は、直接工事費に含む。

②割合の適用範囲について

 ※割合の計算結果が、適用範囲の下限値（7.5/10）を下回る場合は 7.5/10 とし、上限値

 （9.2/10）を上回る場合は 9.2/10 とする。

③調査基準価格の算定式について

 低入札価格調査制度の導入について 低入札価格調査制度の導入について 低入札価格調査制度の導入について 低入札価格調査制度の導入について

（直接工事費×97%＋共通仮設費×90%＋現場管理費×90%＋一般管理費等×68%）×1.10

予定価格

７.５/１０ ≦ 割合 ≦ ９.２/１０

調査基準価格 ＝ 予定価格 × 割合

     公共工事の品質確保やダンピング受注防止の徹底など、適正価格での契約を推進
するため、 設計金額が３億円を超える建設工事又は総合評価落札方式による建設
工事について、低入札価格調査制度を導入します。

予定価格を超える入札は失格とします。
予定価格

（事前公表）

調査基準価格

（事後公表）

失格基準価格

（事後公表）

この範囲で入札があった場合、落札者決定を保留
し当該入札者に低入札価格調査資料の提出及びヒ
アリングを実施し、適正と認めた場合のみ落札者と
します。

低入札価格調査制度

全ての入札者がこの範囲で応札の場合、通常どお
り開札後、直ちに落札者を決定します。

失格基準価格未満の入札は失格とします。



（４）失格基準価格（事後公表）（４）失格基準価格（事後公表）（４）失格基準価格（事後公表）（４）失格基準価格（事後公表）

 調査基準価格を下回った場合に失格とする価格のことです。

 ※失格基準基本価格 ＝ 直接工事費×87%＋その他経費×70%

 ※共通仮設費積上分は、直接工事費に含む。

 ※その他経費 ＝ 共通仮設費率計上分＋現場管理費＋一般管理費等

 

 
 

（５）調査対象者（５）調査対象者（５）調査対象者（５）調査対象者

（６）調査の方法（６）調査の方法（６）調査の方法（６）調査の方法

① その価格により入札した理由書

② 工事内訳書

③ 手持ち工事の状況

④ 契約対象工事箇所と入札者の事務所、倉庫との関連

⑤ 手持ち資材の状況

⑥ 資材購入一覧表

⑦ 手持ち機械の状況

⑧ 労務者の確保計画
⑨ 下請予定内容報告書   （※下請が予定されている場合）

（７）調査基準価格及び失格基準価格の公表の時期

（８）施行年月日（８）施行年月日（８）施行年月日（８）施行年月日

 令和元年７月１日

     落札者決定後速やかに大分県共同利用型入札情報サービスシステムの入札結果表により
 公表します。

① 設計金額が3億円を超える建設工事・・・調査基準価格を下回る入札者が落札候補者と
 なった場合

 　 ②  総合評価落札方式により競争入札に付する建設工事・・・評価値のもっとも高い者が調査
 基準価格を下回った場合

     次の事項について資料の提出、ヒアリング等を行い、当該入札価格よって適正な履行が
　 可能か否かについて、宇佐市低入札価格調査委員会にて審査を行います。

失格基準価格＝失格基準基本価格×1.10




